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批

評

・
紹

介

唐

宋

枇

舎

経

済

史

研

究

周

藤

之

τt 
Eコ

昭
和
四
十
年
三
月
東
京
大
皐
出
版
曾

A
5
剣
本
文
九
二
九
頁
闘
版
十
頁

索
引
十
二
頁

本
書
は
『
中
園
土
地
制
度
史
研
究
』
『
宋
代
経
済
史
研
究
』
に
績
く
、
周
藤

吉
之
氏
の
唐
宋
枇
曾
経
済
史
に
闘
す
る
論
文
集
で
あ
る
。
九
百
頁
を
優
に
越

し
、
本
文
九
ポ
、
引
用
文
八
ポ
で
、
ぎ
っ
し
り
う
ず
め
ら
れ
た
活
字
を
見
る
に
つ

け
て
も
、
こ
の
日
明
間
宇
の
業
績
の
重
さ
を
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
感
じ
な
い
で
は
い

ら
れ
な
い
。
こ
の
世
一
回
に
よ
っ
て
改
め
て
云
々
す
る
ま
で
も
な
く
、
関
係
す
る
史

料
を
隅
な
く
検
索
し
、
そ
れ
ら
を
研
究
者
た
ち
の
前
に
提
示
し
て
下
さ
る
努
力

と
功
績
は
、
後
撃
を
稗
盆
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
に
重
ね
て
著

者
に
劃
し
て
深
い
感
謝
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

収
録
さ
れ
た
論
文
は
全
部
で
十
七
篇
。
す
で
に
愛
表
さ
れ
た
①
吐
魯
番
出

土
の
佃
人
文
書
研
究
|
|
唐
代
前
期
の
佃
人
制
|
|
l
、
①
宋
代
佃
戸
の
剣
佃
制

|
|
官
田
守
中
心
と
し
て
|
|
、

①
宋
代
の
典
佃
制
、

③
南
宋
の
田
骨
・
屋
骨

・
困
M
W
|
|
特
に
改
典
就
寅
と
の
闘
係
に
つ
い
て

l
i、
⑦
宋
代
の
諭
名
寄
産

と
元
代
漢
人
の
投
獄
|
|
佃
戸
制
と
も
闘
連
さ
せ
て
|
|
、

⑦
北
宋
末
の
公
団

法
と
華
北
の
諸
叛
蹴
、

⑬
唐
代
中
期
に
お
け
る
戸
税
の
研
究
|
|
吐
魯
蕃
出
土

文
書
を
中
心
と
し
て

l|
、
⑪
宋
代
郷
村
制
の
袋
遜
過
程
、
⑬
宋
代
の
阪
塘
の

著

管
理
機
構
と
水
利
規
約
|
|
郷
村
制
と
の
閥
速
に
お
い
て
|
|
、
⑬
宋
代
の
郷

村
に
お
け
る
庖

・
歩
の
設
展
、
附
録
①
宋
元
時
代
の
佃
戸
制
に
就
い
て
、
附
録

②

「
新
編
事
文
類
要
附
省
筋
青
銭
」
の
成
立
年
代
と
そ
の
中
の
契
約
詮
書
と
の
閥

係
、
の
ほ
か
に
、
未
設
表
の

③
佃
人
文
書
研
究
補
考
|
l
特
に
郷
名
の
略
鋭

記
載
に
つ
い
て
|
|
、

①
宋
代
の
土
地
制
度
論
|
|
井
田
論
・
限
回
論
を
中
心

と
し
て
|
|
、

⑦
宋
代
田
川
の
佃
戸
制
|
|
最
近
の
研
究
を
讃
ん
で
|
|
⑫
南

宋
の
役
法
と
寛
郷

・
狭
郷

・
寛
都

・
狭
都
と
の
閥
係
、
⑬
南
宋
の
保
伍
法
、

の
五
篇
が
加
わ
る
(
番
放
は
排
列
順
)
。
こ
の
題
目
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

本
書
の
大
部
分
は
、
土
地
問
題
(
佃
戸
制
問
題
)
と
、
役
法

・
郷
村
制
閥
係
の

論
文
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、

・
既
設
表
の
論
文
で
も
、

内
容
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
一
部
に
は
題
名
も
獲
更
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
に
劃
し
て
、
す
で
に
『
史
皐
雑
誌
』
の
各
年
度
の
回
顧

と
展
望
を
は
じ
め
と
し
た
紹
介

・
批
評
が
な
さ
れ
て
お
り
、
新
渡
表
五
篇
に
つ

い
て
も
、
丹
喬
二

・
渡
浸
紘
良
氏
に
よ
っ
て
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
(
『
史
率

雑
誌
』
七
十
五
編
五
鋭
)
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
筆
者
に
閥
係
の
あ
る
宋
代

四
川
の
佃
戸
制
に
焦
貼
を
合
わ
せ
、
そ
の
ほ
か
数
篇
を
と
り
あ
げ
て
、
紹
介
と

と
も
に
、
蕪
雑
な
感
想
を
記
す
こ
と
に
と
ど
め
る
。
浅
間
宇
非
才
、
紹
介
の
方
法

も
怒
意
的
な
と
こ
ろ
が
多
い
か
と
思
う
が
、
は
じ
め
に
著
者
並
び
に
讃
者
の
御

海
容
を
お
願
い
し
て
お
く
。

行
論
に
先
だ
っ
て
、
筆
者
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

筆
者
は
数
年
前
、
『
東
洋
史
研
究
』
の
聞
宇
界
動
向
を
借
り
て
、
著
者
の
土
地
制

度
史
に
関
係
あ
る
論
文
を
妄
評
し
た
。
こ
の
動
向
は
多
く
の
倣
陥
を
含
み
、
い

ろ
い
ろ
な
方
か
ら
御
批
判
を
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
は
、
筆
者
は
自
分
の
立
場

を
必
ず
し
も
明
確
に
せ
ず
、
い
た
ず
ら
に
周
藤
氏
に
糾
問
す
る
反
論
の
み
を
強
調

し
た
嫌
い
が
あ
っ
た
。
賓
の
と
こ
ろ
、
筆
者
は
、
現
在
で
も
中
園
史
上
に
お
け

-94-
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る
宋
代
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
確
固
と
し
た
意
見
を
持
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
周
藤
氏
は
、
そ
の
論
考
の
中
で
、
奴
隷
制

・
農
奴
制
、
あ
る

い
は
古
代

・
中
世
と
い
っ
た
、
所
謂
時
代
匿
分
に
関
係
す
る
術
語
は
殆
ん
ど
使

用
さ
れ
て
お
ら
ぬ
。
従
っ
て
讃
者
は
、
行
聞
か
ら
、
い
わ
ば
間
接
的
に
、
周
藤

氏
の
中
園
史
に
封
す
る
鰻
系
を
推
測
す
る
ほ
か
は
な
い
。
筆
者
は
、
周
藤
氏

は
、
唐
ま
で
が
古
代
(
奴
隷
制
時
代
)
で
あ
り
、
宋
か
ら
ば
中
世
(
農
奴
制
時

代
)
と
考
え
て
お
ら
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
筆
者
は
こ

の
基
本
線
に
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
周
藤

読
の
批
判
者
で
あ
る
宮
崎
市
定
氏
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
、
宋
以
後
東
洋
的
近
世

説
|
|

l

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
史
に
比
定
す
れ
ば
、
宋
以
後
の
中
園
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

か
ら
産
業
革
命

・
市
民
革
命
前
夜
ま
で
に
相
賞
す
る
ー
ー
を
、
そ
の
通
り
と
は

考
え
て
い
な
い
。
そ
れ
を
僅
系
的
に
論
設
す
る
に
は
、
暫
ら
く
時
聞
が
か
か
ろ

う
が
、
方
向
と
し
て
は
、
唐
か
ら
宋
へ
の
出
変
革
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行

と
言
う
よ
り
も
、
封
建
制
の
再
編
成
か
、
或
い
は
ま
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
い
え
ば

紹
封
主
義
時
代
へ
の
突
入
||
そ
う
な
る
と
宮
崎
設
に
近
づ
く
が

i
ー
と
い
っ

た
角
度
で
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。
勿
論
、
周
藤
氏
や
、
故
仁

井
田
陸
博
士
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
法
制
上
の
地
主

・
佃
戸
聞
の
差

別
、
主
僕
の
分
な
ど
の
存
在
を
認
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を
認
め
る
こ

と
は
同
時
に
、
宮
崎
氏
の
言
わ
れ
る
、
地
主

・
佃
戸
聞
の
自
由
な
、
近
世
的
な

契
約
存
在
設
に
も
首
を
傾
け
る
こ
と
に
連
な
る
。
筆
者
は
や
は
り
、
省
時
の
契

約
は
、
特
例
を
除
け
ば
、
日
本
の
江
戸
時
代
の
そ
れ
ど
同
じ
く
、
契
約
の
形
は

あ
っ
て
も
、
中
身
は
賞
事
者
の

一
方
的
主
観
的
意
思
が
貫
徹
さ
れ
る
よ
う
に
で

き
て
い
た
、
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
宋
代
が
中
世

の
は
じ
ま
り
で
、
荘
園
制
の
畿
逮
期
で
あ
る
と
は
限
る
ま
い
。
筆
者
の
本
書
の

批
評

・
紹
介
は
、
こ
う
し
た
立
場
に
立
っ
て
行
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
わ

り
し
て
お
く
。

。
宋
代
四
川
の
佃
戸
制
e

こ
の
論
文
の
前
牢
は
丹
喬
二
。
宋
初
の
荘
園
に

つ
い

て
|
|
成
都
府
後
萄
園
節
度
使
田
欽
全
の

所
領
を
中
心
と
し
て

|

l
a

(
史
潮
八
七
)
、
後
牢
は
拙
論
多
南
宋
准
南
の
土
地
制
度
試
採
|
|
後
回

・
屯
聞

を
中
心
に
|
|
。
(
東
洋
史
研
究
一
一
一
ノ
四
)
に
謝
す
る
反
論
か
ら
成
っ
て
い

る
。
丹
氏
の
論
考
は
『
成
都
文
類
』
各
三
九
所
牧
の
楊
天
恵

・
正
法
院
常
住
田

記
に
依
摘
録
し
て
、
成
都
府
域
北
方
に
在
っ
た
後
窃
節
度
使
回
欽
全
の
荘
園
の
愛

遜
と
内
容
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
賞
、
か

明
ら
か
に
さ
れ
た
。

「
五
代
首
時
、

一
闘
的
な
回
欽
全
荘
園
内
の
佃
戸
で
あ
っ

た
農
民
連
の
う
ち
、
そ
の
一
部
は
た
く
ま
し
く
成
長
し
、
宋
初
の
動
飢
を
経

て
、
荘
園
が
正
法
寺
の
所
有
に
蹄
し
た
頃
に
は
、
甜
回
佃
戸
か
ら
上
昇
し
た
農
民

層
と
、
そ
う
で
な
い
佃
戸
層
が
で
き
上
っ
て
い
た
。
そ
し
て
前
者
が
、
宋
朝
と

い
う
官
僚
制
園
家
の
現
賓
の
揺
い
手
.
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
。
丹
氏
は
断
定
は

避
け
て
お
ら
れ
る
が
、
大
勢
と
し
て
、
宋
以
後
の
遊
園
は
一
闘
的

・
集
中
的
で

な
く
な
っ
て
来
て
い
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
、
ま
た
唐
以
前
を
古
代
と

す
る
考
え
方
に
も
批
列
的
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
丹
氏
の
論
考
は
、
組
立

て
ら
れ
た
論
理
と
、
質
際
の
史
料
と
の
聞
に
、
少
し
飛
躍
が
み
え
、
間
限
定
が
か

な
り
含
ま
れ
て
い
る
黙
は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
周
藤
氏
は
同
じ
史
料
を
綿
密
に

分
析
さ
れ
、
丹
氏
の
史
料
操
作
の
誤
ま
り
を
指
摘
さ
れ
つ
つ
、
結
論
と
し
て
、

荘
園
内
部
に
お
け
る
佃
戸
の
成
長
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
省
時
み
ら
れ
ず
、
ま

た
丹
氏
が
佃
戸
の
生
長
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
「
佃
戸
が
地
主
に
代
っ
て
爾

税
を
納
め
、
役
に
嘗
っ
て
い
た
」
貼
も
否
定
さ
れ
た
。
丹
氏
は
こ
れ
に
封
し

て
、
前
記

『
史
聞
宇
雑
誌
』

上
で
再
び
反
駁
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
詳
し
く
は
そ
れ

に
譲
る
が
、
現
段
階
で
、
か
っ
こ
こ
に
あ
る
史
料
だ
け
か
ら
は
、
ど
ち
ら
に
も

決
め
手
は
な
い
気
が
す
る
。
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宋
代
の
佃
戸
の
性
格
を
規
定
す
る
場
合
、
そ
の
移
動
が
自
由
で
あ
っ
た
か
不

自
由
で
あ
っ
た
か
は
、
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
周
藤
氏
は
多
宋
代
の
佃

戸
制
e

ハ
土
地
制
度
史
研
究
所
牧
)
の
中
で
、
そ
の
不
自
由
性
を
考
詮
さ
れ

た
。
か
ね
て
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
た
史
料
の
取
扱
い
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
筆

者
は
、
前
記
拙
論
で
、
そ
の
一
部
を
公
表
し
て
み
た
。
す
な
わ
ち
、
周
藤
氏

が
、
宋
曾
要
・
食
貨
・
六
九
・
逃
移
の
項
に
枚
録
さ
れ
る
、
南
宋
淳
照
十
一
年

六
月
二
十
七
日
、
関
稽
元
年
六
月
二
十
五
日
の
二
傑
文
を
主
要
な
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
出
さ
れ
た
「
四
川
で
は
北
宋
の
皇
祐
四
年
に
客
戸
が
そ
の
土
地
か
ら
移

る
の
を
禁
止
さ
れ
た
」
と
い
う
結
論
は
、
必
ず
し
も
安
嘗
で
な
い
と
論
じ
た
の

で
あ
っ
た
。
私
見
は
、
こ
の
宋
曲
目
要
の
篠
文
の
封
象
は
、
費
州
路
一
路
の
特
殊

ケ

l
ス
で
あ
り
、
そ
れ
を
中
圏
全
館
は
お
ろ
か
、
四
川
全
趨
に
敷
街
す
る
こ
と

も
疑
わ
し
い
、
と
要
約
で
き
る
。
周
藤
氏
は
、
本
書
中
で
拙
論
を
途
傑
こ
ま
か

く
批
判
さ
れ
、
氏
の
前
論
の
正
賞
川
伎
を
強
調
し
、
そ
の
上
、
あ
ら
た
に
「
四

川
、
荊
湖
北
路
、
江
南
東
路
等
で
は
、
佃
戸
の
逃
移
を
禁
止
し
、
佃
戸
を
連
れ

去
る
も
の
を
罰
す
る
『
一
般
法
』
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
」
と
主
張
さ
れ

た
。
宋
代
佃
戸
の
性
格
規
定
は
、
少
く
と
も
筆
者
は
、
軍
に
現
存
す
る
嘗
時
の

史
料
面
だ
け
か
ら
は
明
確
に
導
き
出
し
得
な
い
と
考
え
て
お
り
、
従
っ
て
、
論

争
も
と
か
く
水
掛
論
に
陥
り
が
ち
な
こ
と
を
恐
れ
る
。
周
藤
氏
の
御
高
裁
に
封

す
る
こ
の
反
論
も
、
そ
の
水
掛
論
を
筆
者
み
ず
か
ら
が
繰
り
返
し
て
い
る
嫌
い

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
録
者
の
立
場
に
立
て
ば
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と

も
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
鮎
だ
け
を
明
ら
か
に
し
、
よ
り
深
く
は
、
い
ず
れ

別
稿
の
上
で
周
藤
氏
の
御
批
剣
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

最
初
に
や
や
煩
鎖
で
あ
る
が
、
行
論
に
関
係
あ
る
宋
曾
要
・
開
稽
傑
文
の
一

部
を
抄
出
し
て
お
き
た
い
。

襲
州
路
運
剣
沼
隷
言
。
本
路
施
斡
等
州
、
界
分
荒
遠
、
綿
豆
山
谷
、
地
噴
人

稀
。
其
占
田
多
者
、
須
人
耕
墾
。
富
豪
之
家
、
争
(
或
脱
一
字
)
地
客
、
誘

説
客
戸
。
或
槽
領
徒
衆
、
奉
室
般
徒
。
乞
将
皇
結
官
荘
客
戸
逃
移
法
、
精
加

校
定
。
(
中
略
〉
刑
部
看
詳
。
白
Z

耐
勅
、
費
州
路
諸
州
官
荘
客
戸
逃
移
者
、

並
紡
飾
替
施
。
叉
勅
施
騎
州
諸
蘇
主
戸
壮
丁
察
特
子
弟
努
下
客
戸
、
逃
移
入

外
界
、
委
豚
司
蜜
涛
、
〈
疑
腕
計
字
)
曾
所
属
州
豚
追
回
、
令
着
奮
業
、
同

助
把
托
遼
界
。
皇
紺
醤
法
、
欲
替
市
其
逃
移
。
(
中
略
)
欲
今
後
感
理
訴
官
荘

客
戸
、
並
用
皇
拍
奮
法
定
断
。
(
中
略
〉
初
行
下
本
路
、
作
一
路
専
法
、
般

切
遵
守
、
従
之
。

筆
者
は
拙
稿
で
、
こ
の
傑
文
か
ら
は
「
皇
祐
四
年
、
首
時
の
中
園
で
最
も
濯

れ
た
地
域
で
あ
る
嬰
州
路
の
、
し
か
も
官
荘
で
、
客
戸
の
逃
移
を
禁
止
し
、
逃

亡
の
場
合
は
つ
れ
戻
す
法
令
が
出
た
。
そ
し
て
南
宋
の
末
に
な
っ
て
、
従
来
こ

の
地
の
官
荘
に
あ
っ
た
客
戸
逃
移
禁
止
令
を
一
般
に
適
用
し
、
愛
州
一
路
に
限

っ
て
施
行
す
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
宋
中
期
か
ら
四
川
で
佃

戸
の
移
側
が
不
自
由
で
あ
っ
た
と
い
う
命
題
は
ひ
き
出
せ
ぬ
、
」
と
述
べ
た
。
ま

た
同
時
に
筆
者
は
、
①
皇
結
勅
の
封
象
は
官
荘
・
褒
州
と
い
う
二
重
の
限
定
を

持
つ
客
戸
に
限
ら
れ
る
、
②
淳
照
・
開
稽
の
法
文
に
も
襲
州
と
い
う
限
定
が
入

り
し
か
も
一
路
の
専
法
と
な
す
と
明
記
し
て
い
る
、
の
二
駄
を
も
併
記
し
た
。

こ
れ
ら
に
劃
す
る
周
藤
氏
の
反
論
は
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
皇
結
勅

の
。
叉
勅
φ

以
下
の
一
節
に
関
係
し
て
拙
論
の
誤
ま
り
を
正
さ
れ
ん
と
し
た
部

分
で
あ
る
。
周
藤
氏
は
「
叉
勅
以
下
は
官
荘
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
な
く
、

施
州
・
斡
州
の
諮
問
脚
で
は
、
主
戸
の
壮
丁
や
築
将
の
子
弟
が
努
下
の
客
戸
卸
ち

佃
客
と
共
に
逃
移
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
を
追
及
し
て
錆
ら
せ
て
自
己
の
奮

の
所
有
地
に
着
い
て
耕
作
さ
せ
る
こ
と
を
い
っ
た
も
の
」
で
あ
り
、
従
っ
て

「
皇
柏
四
年
の
勅
が
官
荘
の
客
戸
に
限
定
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
は
疑
問
」

と
さ
れ
て
い
る
。
御
指
摘
の
よ
う
に
、
叉
勅
以
下
は
官
在
と
限
ら
れ
て
お
ら
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ず
、
そ
の
鮎
に
燭
れ
な
か
っ
た
の
は
筆
者
の
手
落
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
勅
も
ま
た
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
費
州
路
の
中
で
も
更
に
限
ら
れ

た
、
施
州
新
州
諮
問
榊
と
い
う
枠
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
宋
代
の

襲
州
路
を
二
つ
の
地
域
に
分
け
て
考
え
て
い
る
。
一
つ
は
、
製
州
か
ら
寓
・
忠

・
渚
の
諸
州
を
へ
て
漁
州
に
湖
る
長
江
流
域
の
い
わ
ば
中
圏
内
地
。
一
つ
は
施

州
・
斡
州
を
二
つ
の
中
心
と
し
た
、
異
民
族
に
圏
ま
れ
、
或
い
は
漢
蕃
雑
居
す

る
透
境
地
域
で
あ
る
。
後
者
に
は
、
そ
こ
だ
け
を
封
伯
郡
と
し
た
特
殊
な
法
令
が

出
さ
れ
る
こ
と
稀
で
は
な
い
。
叉
勅
も
そ
の
一
つ

で
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
透

境
の
特
殊
情
勢
に
封
廃
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
つ
け
加
え
れ
ば
こ
の

勅
に
は
、
ほ
か
に
も
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
禁
令
の
封
伯
郡
と
し
て
翠
げ
ら
れ
て

い
る
主
戸
壮
丁
築
将
子
弟

A

労
下
客
戸
の
讃
み
方
で
あ
る
(
淳
照
十
一
年
の
僚
で

は
、
子
弟
の
下
に
等
の
字
が
入
っ
て
い
る
)
。

周
藤
氏
は
、
子
弟
の
所
で
上
下

を
分
け
、

「共
に
」
と
い
う
語
を
入
れ
て
解
闘
相
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
別
の

部
分
で
は
「
主
戸
の
壮
丁
、
築
将
の
子
弟
及
び
芳
下
の
客
戸
」
と
言
わ
れ
で
も

い
て
、
必
ず
し
も
真
意
は
明
白
と
言
い
難
い
。
三
者
を
並
列
と
見
倣
せ
ば
、
皇

秘
の
頃
、
施

・
斡
州
で
は
、

主
戸
の
壮
丁
も
流
移
禁
止
令
の
中
に
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
皇
筋
四
年
の
勅
は
限
定
き
れ
た
特

殊
ケ
l
ス
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
嘗
時
、
普
通
的
に
四
川
で
行
わ
れ
て

い
た
も
の
と
断
定
し
に
く
く
思
う
。

第
二
貼
と
し
て
周
藤
氏
は
、
宋
曾
要
の
淳
照
の
篠
文
で
、

本
司
(
費
州
路
鱒
運
司
〉
今
措
置
。
乞
遜
照
本
路
及
施
蛤
州
見
行
専
法
、
行

下
嬰
施
騎
忠
蔵
蹄
決
(
嘗
作
峡
〉
澄
等
州
、
詳
此
。
如
今
後
人
戸
陳
訴
像
般

地
客
、
卸
仰
照
態
上
項
専
法
、
施
行
。

と
あ
る
鋳
・
峡
・
澄
に
注
意
さ
れ
、
「
こ
の
法
は
費
州
路
だ
け
で
な
く
、
荊
湖

北
路
の
峡
州
等
で
も
施
行
さ
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
係
文
は

果
し
て
、
錦

・
峡

・
澄
と
い
っ
た
荊
湖
北
路
管
下
の
各
州
で
、
そ
こ
に
在
籍
す

る
主
戸
・
客
戸
に
謝
し
て
、
要
州
路
と
同
じ
佃
戸
逃
移
禁
止
法
を
賀
施
し
た
こ

と
を
物
語
る
の
だ
ろ
う
か
。
荊
湖
北
路
に
腐
す
る
三
州
中
、

前
二
者
は
、
長
江

に
沿
っ
て
費
州
路
か
ら
出
る
時
必
ず
経
由
す
べ
き
州
で
あ
り
、
施
・
斡
州
か
ら

東
方
に
向
う
時
に
は
、
峡
州
と
と
も
に
澄
州
の
管
内
を
通
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
傑
は
、
逃
移
戸
が
嬰
州
管
内
か
ら
足
を
ふ
み
出
し
た
時
、
隣
接
州
燃
が
歎

っ
て
見
逃
す
と
困
る
の
で
、
綴
路
に
あ
た
る
三
州
に
、
費
州
見
行
法
の
趣
旨
を

徹
底
さ
せ
、
協
力
を
求
め
た
も
の
と
解
稗
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
こ
れ

だ
け
か
ら
荊
湖
北
路
の
各
州
で
、
費
州
と
同
じ
法
令
が
行
わ
れ
た
と
断
定
し
得

な
い
と
考
え
る
。
仮
に
前
記
荊
湖
北
路
三
州
に
、
同
じ
禁
令
が
施
行
さ
れ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
、
三
州
が
袈
州
路
と
同
じ
地
域
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
た
め
と

言
う
こ
と
も
で
き
、
荊
湖
北
路
に
ウ
ェ

イ
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
黙
は
唆
州
の
。
一
路
の
一
辱
法
。
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
嬰
州

路
の
後
進
性
を
強
調
し
、
こ
う
し
た
法
令
は
礎
州
だ
け
を
封
象
と
し
た
も
の

で
、
さ
れ
ば
こ
そ
最
後
に
二
路
の
専
法
e

と
す
る
限
定
が
つ
く
の
だ
と
考
え

た
。
と
こ
ろ
が
周
藤
氏
は
、
荊
湖
北
路
峡
州
や
、
四
川
で
も
、
タ
随
回
佃
客
e

が
一
般
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
封
し
て
、
費
州
の
特
殊
性
に
鑑
み
て
、
そ

こ
の
農
民
や
客
戸
を
む
し
ろ
優
遇
し
よ
う
と
し
て
こ
の
法
令
が
出
さ
れ
た
。
従

っ
て
他
と
匝
別
す
る
必
要
上
二
路
の
専
法
。
と
限
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、

と
言
わ
れ
る
。
峡
州
を
は
じ
め
と
し
た
現
在
の
湖
北
湖
南
の
一
部
で
は
、
南
宋

の
頃
、
土
地
質
買
に
際
し
て
、
そ
の
小
作
人
を
も
土
地
に
つ
け
て
費
買
す
る
随

田
佃
客
と
い
う
慣
例
が
存
し
た
。
周
藤
氏
が
こ
れ
を
佃
戸
移
縛
不
自
由
の
強
力

な
史
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
貰
で
あ
る
。
そ
う
し
た
慣

習
は
確
に
存
在
し
た
し
、
荊
湖
に
限
ら
ず
、
雨
漏
削
地
方
に
お
け
る
皐
回
費
買
の

時
に
も
似
た
よ
う
な
事
例
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し

。飽
田
佃
客
ψ

が

一
般
的
で
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あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

集
』
の

荊
湘
之
閥
、
主
戸
不
知
愛
養
客
戸
。

(
中
略
)
往
年
郡
守
荘
公
線
、
言
於

朝
、
請
賀
買
田
土
、
不
得
載
客
戸
於
契
書
、
聴
其
自
使
。
朝
廷
頒
行
其
説
、

湘
人
群
起
。

と
い
う
史
料
と
て
、
湖
南
北
の
か
か
る
慣
行
が
、
江
南
雨
漏
削
地
方
の
限
か
ら

見
る
と
不
自
然
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
改
革
が
立
案
許
可
さ
れ
た
、
し
か
し
、
そ

の
地
の
質
情
に
合
致
せ
ず
失
敗
し
た
、
と
理
解
す
る
こ
と
も
牽
張
と
は
言
え
ま

い
。
ま
た
、

民
間
興
資
団
地
、
母
得
以
佃
戸
姓
名
、
私
潟
閥
約
、
随
契
分
付
。
得
業
者
、

亦
母
物
令
緋
佃
。

と
い
う
禁
令
が
南
宋
は
じ
め
に
出
て
い
る
か
ら
と
て
、
随
回
佃
客
が
一
般
的

で
、
そ
の
後
も
禁
止
の
効
果
が
な
か
っ
た
と
言
い
切
る
の
は
行
過
ぎ
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
筆
者
は
、
蛍
時
の
佃
戸
が
自
由
に
移
動
し
得

る
、
い
わ
ば
近
代
の
労
働
者
に
近
い
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。
.
そ
の
境
遇
、

生
活
、
身
分
は
、
周
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
の
も
の
が
、
む
し
ろ
普
通
で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
の
禁
令
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
制
的
に
は
、

古
い
律
令
棚
田
制
下
と
は
異
っ
た
取
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

随
回
佃
客
は
事
質
と
し
て
、
か
な
り
庇
範
に
見
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま

で
も
前
代
の
遺
制
と
見
倣
そ
う
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。
周
藤
氏

は
幾
つ
か
の
努
設
史
料
を
駆
使
さ
れ
て
、
四
川
の
四
路
並
び
に
荊
湖
北
路
峡
州

等
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ
様
な
地
主
佃
戸
閥
係
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
重
ね
て
論

じ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
筆
者
は
単
に
地
主
佃
戸
制
に
限
ら
ず
、
四
川
回

路
を
同
一
一
や
面
に
置
い
て
考
え
る
こ
と
に
は
質
意
を
表
し
難
い
。
そ
れ
は
、
ご

く
表
面
的
に
、
丹
氏
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
『
文
定
集
』
の
、

や
は
り
疑
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。

『
五
峯

成
都
府
路
水
田
多
山
田
少
、
又
有
渠
寝
灘
、
紙
。
其
澄
川
府
路
多
是
山
田
、
又

鉦
…
滋
細
川
之
利
(
中
略
)
嬰
路
最
篤
荒
得
、
腕
骨
周
刀
耕
火
種
地
。
錐
遇
製
品
断
、

民
間
猶
不
完
食
草
木
板
賞
。
叉
非
澄
川
府
路
之
比
。

と
い
う
記
事
や
、
『
突
船
銭
』
に
描
か
れ
た
、
褒

・
鮪

・
峡
州
の
姿
、
そ
れ

ら
と
、
日
本
に
持
っ
て
く
れ
ば
大
卒
野
と
も
い
う
べ
き
成
都
盆
地
の
吠
態
な
ど

か
ら
考
え
て
み
て
も
、
四
川
四
路
を
一
括
し
て
取
扱
う
こ
と
に
不
安
を
感
じ

る
。
四
川
の
、
特
に
成
都
・
濁
川
・
袈
州
三
路
の
、
よ
り
精
密
な
質
護
研
究
が

要
請
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

l

最
後
に
、
第
四
貼
と
し
て
周
藤
氏
は
、
「
要
す
る
に
四
川
に
お
い
て
は
、
北

宋
初
期
か
ら
中
期
に
亘
っ
て
豪
族
が
武
力
を
背
景
に
し
て
佃
戸
を
統
制
し
て
お

り
、
佃
戸
は
豪
民
か
ら
逃
移
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
皇
蹴

四
年
の
婆
州
路
の
二
つ
の
「
専
法
」
は
こ
の
吠
態
を
反
映
し
た
も
の
で
、
婆
州

路
の
官
荘
で
は
、
こ
の
よ
う
な
豪
民
が
い
な
い
た
め
に
、
特
に
官
荘
で
客
戸
の

逃
移
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
中
略
)
そ
し
て
北
宋
末
期
に
な
る
と
、

四
川
や
荊
湖
北
路
峡
州
・
那
州
等
で
は
、
佃
戸
の
逃
移
を
禁
ず
る
法
令
も
で
き

て
お
り
、
南
宋
初
期
に
は
佃
戸
の
逃
移
を
禁
じ
、
佃
戸
を
連
れ
去
っ
た
も
の
を

罰
す
る
「
一
般
法
」
も
成
立
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
、
筆
者
の

「
若
し
法
制
上
、
北
宋
末
期
か
ら
、
一
般
に
佃
戸
移
特
が
不
自
由
に
な
っ
て
い

た
な
ら
ば
、
何
故
淳
照

・
開
植
に
な
っ
て
、
百
数
十
年
以
前
の
し
か
も
官
荘
だ

け
に
出
さ
れ
た
特
別
の
詔
勅
を
援
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
逆
に
考
え
れ

ば
、
わ
さ
わ
さ
そ
の
よ
う
な
も
の
を
剣
例
と
し
て
持
ち
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
く
ら

い
、
法
令
上
の
客
戸
移
特
禁
止
規
定
は
普
遍
的
で
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
」
と

い
う
一
節
の
な
り
た
た
ぬ
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
南
宋
は
じ
め
か
ら

佃
戸
逃
移
を
禁
ず
る
一
般
法
が
成
立
し
て

い
た
と
言
わ
れ
る
根
銭
は
、
先
掲
の

『
五
峯
集
』

と、

『
朱
子
文
集
』
の
次
の
一

節
で
あ
る
。
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如
今
来
所
抱
佃
客
、
将
来
私
搬
走
回
郷
、
卸
許
元
賂
養
税
戸
、
経
所
属
陳

理
、
官
篤
差
人
前
去
、
追
取
押
回
、
断
罪
交
還
。

こ
れ
は
、
淳
照
八
年
、
朱
殺
が
知
南
康
軍
(
江
南
東
路
)
で
あ
っ
た
時
、
提

出
さ
れ
た
申
文
で
あ
る
が
、
『
朱
子
文
集
』
『
朱
子
語
類
』
の
知
南
康
軍
嘗
時

の
筋
子
・
公
移
を
精
識
す
る
と
、
こ
れ
は
、
未
曾
有
の
飢
箆
に
封
ぃ
廃
す
る
震
の

便
宜
的
措
置
の
よ
う
に
思
え
て
来
る
。
こ
の

一
文
に
よ
っ
て
、
南
宋
初
期
、
一

般
法
と
し
て
佃
戸
移
鞠
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
す
る
の
は
勇
断
に
す
ぎ
る
の
で

な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
佃
戸
閥
係
の
史
料
か
ら
だ
け
で
は
、
立
脚
黙
の
相

異
に
よ
っ
て
雨
面
に
解
稗
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
ム
寸
後
の
研
究
の
方

向
と
し
て
は
、
質
設
の
精
度
を
深
め
る
と
同
時
に
、
丹
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
特
に
唐
以
前
と
の
閥
速
に
お
い
て
、
宋
代
の
土
地
所
有
閑
係
や
地
主

佃
戸
制
を
考
え
、
常
に
中
国
史
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
忘

れ
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
仁
井
田

・
周
藤
雨
氏
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
る
、
唐

代
ま
で
奴
隷
制
、
宋
以
後
農
奴
制
と
い
う
御
高
設
は
、
法
制
、
身
分
制
の
現
存

史
料
か
ら
は
有
力
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
優
れ
た
宋
代
の
政
治

・
文
化
、
或
い

は
商
業
の
笈
達
と
い
う
現
象
と
、
ど
の
よ
う
に
有
機
的
に
結
び
つ
く
の
か
と
い

う
鮎
に
謝
し
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
解
答
を
輿
え
て
は
お
ら
ぬ
と
思
う
。

本
書
に
枚
録
さ
れ
た
新
編
の
う
ち
、
大
き
な
も
の
と
し
て
は
宋
代
の
土
地
制

度
論
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宋
代
三
百
年
を
通
じ
て
、
土
大
夫
逮
が
唱
え
た
井
田

・
限
回
論

l
l多
分
に
議
論
の
た
め
の
議
論
の
色
彩
が
あ
り
、
現
賓
性
は
や
や

稀
薄
と
も
い
え
る
が
1
1
0
を
彼
ら
の
文
集
類
か
ら
剰
す
と
こ
ろ
な
く
牧
鍛
し
、

時
代
順
に
列
べ
て
解
説
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
周
藤
氏
は

「
こ
う
し
た
笛
時
の

土
地
制
度
論
は
殆
ど
み
な
井
田
乃
至
均
田
制
復
活
、
限
田
賀
施
を
説
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
分
析
し
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
宋
代
各
時
期
の
官
僚

-
豪
族
の
大
土
地
所
有
の
設
達
と
佃
戸
制
の
進
展
を
跡
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
少
く
と
も
、
こ
の
論
文
で
は
、
そ
う
し

た
分
析
の
結
果
は
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
く
、
史
料
集
成
に
終
始
し
て
い
る
。

士
大
夫
が
、
笛
時
の
現
賓
を
ど
の
程
度
正
し
く
把
握
し
て
い
た
か
の
分
析
が
六

ケ
敷
い
し
、
観
念
的
色
彩
の
強
い
井
田

・
限
回
論
は
、
よ
り
大
き
な
儒
教
|

|

彼
ら
の
教
養

・
思
想
全
般
ー
ー
と
も
闘
速
し
、

今
後
に
問
題
の
解
決
を
ま
た

ね
ば
な
る
ま
い
。
た
だ
、
こ
の
論
文
中
で
、
周
藤
氏
が
次
の
よ
う
な
表
現
を
用

い
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
若
干
の
疑
問
を
出
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ

は
、
「
仁
宗
の
初
世
に
至
っ
て
:
:
:
官
戸
形
勢
戸
に
土
地
が
集
中
し
た
の
で
:
・

.・北
宋
の
末
に
な
る
と
官
戸
の
土
地
所
有
が
盆
4
護
達
し
た
の
で
:
:
:
南
宋
中

期
に
な
る
と
官
戸
の
大
土
地
所
有
は
盆
々
進
ん
で
・
南
宋
末
に
な
る
と
土
地

粂
併
は
一
一
層
進
ん
で
:
:
:
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
説
明
に
よ

る
と
宋
代
三
百
年
間
大
土
地
所
有
は
、
不
断
に
進
行
し
、
南
宋
末
に
至
っ
て
そ

の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
さ
す
れ
ば
、
少
く
と
も
、

北
宋

中
期
ζ

ろ
ま
で
は
、
土
地
を
粂
併
さ
れ
ぬ
、
佃
戸
に
波
落
せ
ぬ
、
い
わ
ば
自
由

農
民
層
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
廃
範
に
見
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
貼
、
氏

の
所
説
は
必
ず
し
も
納
得
の
行
く
解
答
が
出
な
い
。
更
に
言
え
ば
、
こ

の
部
分

の
表
現
は
、
官
戸
を
有
力
者
と
改
め
れ
ば
、
上
は
漢
、
下
は
明

・
清
に
も
嘗
て

箆
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
宋
代
に
お
け
る
、
こ
う
し
た
個
僅
愛
生
的
な

土
地
象
併
の
進
展
が
、
中
国
史
全
慢
と
い
う
系
統
愛
生
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
、
周
藤
氏
自
身
の
口
か
ら
お
聞
き
し
た
い
と
考
え
る
の

は
、
筆
者
一
人
で
は
あ
る
ま
い
。

土
地
制
度
問
題
と
並
行
し
て
、
周
藤
氏
は
宋
代
の
郷
村
制
を
、
特
に
役
法
と

の
閥
連
に
お
い
て
、
精
カ
的
に
追
及
さ
れ
て
い
る
。

多
南
宋
の
役
法
と
寛
郷

・

狭
郷

・
寛
都

・
狭
都
と
の
閥
係
ぺ
。
南
宋
の
保
伍
法
ψ

は
そ
う
し
た
研
究
鰻
系
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の
一
環
と
な
る
論
考
で
あ
る
。
前
者
で
は
次
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即

ち
、
土
地
制
度
史
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
寛
郷
・
狭
郷
。
と
は
別
に
、
南
宋
で

は
、
役
法
上
こ
の
語
殺
を
使
用
し
て
い
た
。
寛
郷
と
は
富
戸
が
多
く
役
に
充
て

ら
れ
る
戸
が
多
い
た
め
、
役
負
婚
が
経
く
雨
税
額
も
多
く
て
富
裕
な
と
こ
ろ

で
、
狭
郷
と
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
に
郷
の
下
の
都
と
も
関
連
し
、
事

寅
笛
時
、
究
都
・
狭
都
と
い
う
表
現
も
あ
っ
た
。
周
藤
氏
は
、

こ
う
し
た
寛
狭

の
郷
都
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
於
け
る
役
法
の
問
題
、
政
府
の
封
策
を
物
語
る

史
料
を
数
多
く
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
後
者
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
民

兵
制
度
・
自
警
組
織
を
目
指
し
た
王
安
石
の
保
甲
法
が
、
次
第
に
そ
の
本
来
の

青
山
味
を
失
っ
て
役
法
化
し
、
そ
れ
と
共
に
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
亘
っ
て
、
保
伍

法
と
呼
ば
れ
る
、
も
と
の
意
味
の
保
甲
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
保
伍
法
は
、
特

に
南
宋
後
半
に
至
っ
て
整
備
さ
れ
た
が
、
こ
の
法
を
通
じ
て
政
府
は
、
警
察
、
防

災
、
戸
口
把
握
、
租
税
徴
集
の
補
助
、
教
化、

救
済
な
ど
の
諸
政
策
を
行
っ
て

い
た
。
ま
た
、
官
は
滋
時
郷
村
で
大
土
地
所
有
を
行
っ
て
い
た
官
戸

・
形
勢
戸

を
利
用
し
て
保
伍
法
を
行
っ
て
お
り
、
彼
ら
も
こ
の
法
を
通
し
て
郷
都
の
一
般

人
民
に
勢
力
を
伸
張
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
於
て
も
、
凡
そ

保
伍
法
に
開
通
し
た
史
料
は
亘
細
と
な
く
蒐
集
さ
れ
、
地
域
別
時
代
順
に
分
類

解
説
さ
れ
て
い
る
。
今
後
こ
の
問
題
の
研
究
者
は
、
史
料
に
闘
す
る
限
り
は
、

こ
れ
を
参
考
に
す
る
だ
け
で
多
く
の
稗
盆
を
受
け
よ
う
。
た
だ
|
|
こ
の
こ
と

は
郷
村
制
の
嬰
濯
に
闘
す
る
論
考
に
も
あ
て
は
ま
る
が
|
|
あ
ま
り
に
数
多
く

の
、
し
か
も
必
ず
し
も
次
元
を
同
じ
く
し
な
い
史
料
が
列
記
さ
れ
る
と
、
つ
い

本
筋
を
見
失
い
が
ち
に
な
っ
て
来
る
。
保
甲
法
が
役
法
に
獲
る
と
い
う
問
題
に

し
て
も
、
制
度
の
鑓
遜
の一
一袋
側
を
も
う
少
し
採
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

以
上
、
盲
蛇
に
お
じ
ず
の
妄
言
を
重
ね
た
。
大
著
の
全
部
に
ふ
れ
る
の
は
紙

般
の
制
限
も
あ
っ
て
果
し
得
ず
、
ま
た
こ
こ

に
紹
介
し
た
新
編
に
つ
い
て
も
、

甚
だ
偏
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
重
ね
て
著
者
な
ら
び
に
讃
者
の
お

許

し

を

乞

う

次

第

で

あ

る

。

(

梅

原

郁

)

明
代
筏
役
制
度
の
展
開

山

根

孝

夫

著

昭
和
四
十
一
年
三
月
東
京
女
子
大
祭
摩
曾

A

5
剣
本
文
二
一
九
頁
索
引
十
一
一
貝

山
根
幸
夫
氏
が
戟
後
の
明
代
徳
役
制
度
研
究
の
有
力
な
推
進
者
の

一
人
で
あ

っ
た
こ
と
は
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
此
の
度
、
氏
が
こ
れ
ま
で

に
震
表
さ
れ
た
数
多
く
の
径
役
制
度
に
闘
す
る
論
文
を
基
礎
に
、
更
に
そ
れ
ら

に
大
き
く
手
を
加
え
、
ま
た
同
時
に
他
の
研
究
者
の
成
果
や
批
剣
を
も
採
り
入

れ
て
、
「
明
代
筏
役
制
度
の
展
開
」
な
る
勢
作
を
公
に
さ
れ
た
。
氏
が
明
代
名
役

制
度
研
究
の
上
に
果
さ
れ
た
業
績
に
つ
い
て
は
、
本
警
の
序
文
中
に
お
い
て
岩

見
宏
氏
が
適
切
に
述
べ
て
い
ら
れ
る
の
で
こ
こ
に
く
り
返
さ
な
い
。
私
も
氏
の

論
文
に
導
か
れ
て
明
代
の
筏
役
制
度
研
究
に
よ
う
や
く
入
門
し
た
ば
か
り
で
あ

る
。
氏
の
魔
女
論
文
「
十
五

・
六
世
紀
中
国
に
お
け
る
賦
役
労
働
制
の
改
革
」

ゃ
、
「
明
代
里
長
の
職
責
に
関
す
る
一
考
察
」
等
の
論
文
が
、
私
の
研
究
に
ど

れ
程
大
き
な
教
示
を
輿
え
て
く
れ
た
か
は
、
山
東
の
門
銀
に
関
す
る
拙
稿
を
讃

ま
れ
た
方
に
は
瞭
然
だ
と
思
う
。
そ
の
入
門
者
が
氏
の
今
回
の
努
作
を
批
評
す

る
と
い
う
大
任
を
負
わ
さ
れ
た
。
荷
の
重
す
ぎ
る
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ

か
ら
本
書
を
讃
ん
で
感
じ
た
こ
と
、
疑
問
駄
を
率
直
に
述
べ
る
と
い
っ
た
よ
う

な
批
評
に
終
り
そ
う
な
こ
と
を
著
者
及
び
大
方
の
方
々
に
封
し
て
お
断
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
本
書
は
中
園
歴
代
の
筏
役
制
度
の
特
徴
を
略
述
し
た
序
説
よ
り
始
ま
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